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た
め
に
は
、
そ
の
語
幹
を
な
す
「
啓
」
と
い
う
漢
字
漢
語
に
注
目
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
中
国
文
献
の
動
詞
「
啓
」
字
と
の
意
味
の
比
較

を
行
い
、
さ
ら
に
木
簡
資
料
や
古
文
書
、
古
記
録
な
ど
の
日
本
成
立
の
文
献
の

動
詞
「
啓
」字
の
意
味
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、中
国
文
献
の
動
詞
「
啓
」字
を
、

ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
か
と
い
う
検
証
も
必
要
な
の
で
、
訓
点
資
料
も
考
察
の
対

象
に
加
え
る
。

考
察
の
進
め
方
と
し
て
は
、
ま
ず
、
中
国
文
献
（『
史
記
』『
漢
書
』『
文
選
』）

の
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
の
中
国
文
献
を
考
察

の
対
象
と
し
た
理
由
は
、
日
本
最
古
の
漢
籍
目
録
と
さ
れ
る
『
日
本
国
見
在
書

目
録
』
に
こ
れ
ら
の
書
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
く
に
日
本
に
将
来

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、『
枕
草
子
』
や
『
源

氏
物
語
』
に
も
こ
れ
ら
の
書
名
が
見
え
、遡
っ
て
『
万
葉
集
』
に
は
す
で
に
『
文

選
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る３

。
日
本
に
お
け
る
漢
語
動
詞

「
啓
す
」
の
成
立
過
程
を
考
え
る
と
き
、
早
い
時
期
か
ら
、
日
本
に
取
り
入
れ

一　

目
的
と
方
法

「
啓
す
」
と
い
う
漢
語
動
詞
は
、「
啓
」
と
い
う
漢
字
漢
語
を
語
幹
と
し
、「
申

し
上
げ
る１

」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
そ
し
て
、「
皇
太
子
」
と
「
三
后
」
と
い
っ

た
限
ら
れ
た
皇
族
を
動
作
・
行
為
の
対
象
に
取
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。

（
以
下
、
本
稿
で
は
「
動
作
・
行
為
が
向
け
ら
れ
る
対
象
」
を
「
対
象
」
と
表

記
す
る
。）
対
象
を
限
定
す
る
と
い
う
特
徴
は
、
天
皇
や
院
を
対
象
と
す
る
漢

語
動
詞
「
奏
す
」
と
共
に
、絶
対
敬
語
的
性
格
を
有
す
る
語
と
し
て
使
わ
れ
る
。

「
奏
す
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
稿
の
中
で
言
及
し
た
こ
と
が

あ
る２

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
啓
す
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
に
し
た
。

さ
て
、『
源
氏
物
語
』な
ど
の
平
安
時
代
の
和
文
で
使
用
さ
れ
る
「
啓
す
」が
、

ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
本
格

的
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
啓
す
」
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る

柚

　

木

　

靖

　

史

︱ 

漢
字
「
啓
」
字
の
意
味
の
検
討
か
ら 

︱

漢
語
動
詞
「
啓
す
」
の
成
立
過
程
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二　

中
国
文
献
に
お
け
る
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味

こ
こ
で
は
、
中
国
文
献
の
う
ち
『
史
記
』『
漢
書
』『
文
選
』
を
取
り
上
げ
、

動
詞
「
啓
」字
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
な
お
、『
史
記
』『
漢
書
』『
文
選
』

の
他
に
も
、
中
国
文
献
と
し
て
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
や
『
白
氏
文
集
』

な
ど
に
つ
い
て
も
、
訓
点
資
料
の
例
と
し
て
、
後
に
用
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
動

詞
「
啓
」
字
の
意
味
と
読
み
方
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

二
―
一　
『
史
記
』
の
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味

『
史
記
』
の
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
と
し
て
は
、「
開
く
」
が
見
出
さ
れ
る
の

み
で
あ
る４

。

1　

子
罕
言
二
利
與
レ
命
與
レ
仁
一
。
不
レ
憤
不
レ
啓
。（
孔
子
世
家
17　

史
記
七  

世
家
下　

871
頁
5
行
目
）

1
は
、
孔
子
は
、
弟
子
が
発
憤
し
な
け
れ
ば
、
教
導
に
よ
っ
て
弟
子
の
心
を

開
か
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
史
記
』の
動
詞
「
啓
」字
は
、

「
開
く
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
例
の
み
で
、「
申
し
上
げ
る
」
の
意
味
で

の
使
用
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、「
開
く
」
と
い
う
意
味
で
も
、
こ

こ
で
は
「
戸
を
開
く
」
と
い
っ
た
具
体
物
を
対
象
と
し
て
お
ら
ず
、「
心
」
と

い
う
抽
象
的
事
象
を
対
象
と
し
て
い
る
。

ら
れ
た
中
国
文
献
を
取
り
上
げ
、「
啓
」
の
中
で
も
特
に
動
詞
を
表
す
「
啓
」

字
（
以
下
、
動
詞
「
啓
」
字
と
表
記
す
る
）
が
中
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

意
味
で
使
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
中
国
文
献
の
動
詞
「
啓
」
字
が
、
本
邦
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
読
ま

れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
。
中
国
文
献
の
動
詞
「
啓
」
字
の
全
て
の
読

み
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
訓
点
資
料
で
確
認
で
き
る

動
詞
「
啓
」
字
に
つ
い
て
、
意
味
の
違
い
に
よ
っ
て
「
ケ
イ
ス
」、「
マ
ウ
ス
」

の
よ
う
に
読
み
分
け
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

さ
ら
に
、考
察
対
象
を
日
本
の
文
献
に
用
い
ら
れ
る
動
詞
「
啓
」
字
に
転
じ
、

古
代
に
成
立
し
た
木
簡
や
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
に

つ
い
て
確
認
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
が
、
中
国
文

献
の
意
味
に
基
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
な

お
、『
古
事
記
』
に
つ
い
て
は
、
動
詞
「
啓
」
字
の
用
例
が
見
出
せ
な
か
っ
た

の
で
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

ま
た
、
中
古
以
降
、
特
に
漢
文
表
記
資
料
に
お
い
て
、
動
詞
「
啓
」
字
の
意

味
に
変
化
が
生
じ
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
、
古
記
録
や
古
文
書
の
動

詞
「
啓
」
字
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

最
後
に
、『
源
氏
物
語
』
の
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
の
意
味
を
確
認
し
、
他
の

文
献
に
お
け
る
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、『
源
氏
物
語
』
の
よ
う

な
平
安
時
代
和
文
に
用
い
ら
れ
る
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
の
働
き
に
つ
い
て
述

べ
る
。
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二
―
三　
『
文
選
』
の
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味

『
文
選
』
の
動
詞
「
啓
」
字
に
は
、「
開
く
」
と
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意

味
が
見
ら
れ
る６

。

（
１
）「
開
く
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
啓
」
字

こ
こ
で
は
、「
開
く
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
啓
」
字
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

4　

仍
二
増
崖
一
而
衡
レ
閾
、
臨
峻
路
而
啓
扉
、
徇
以
二
離
宮
別
寝
一
、
承
以
二
崇

台
間
館
一
。（
賦
篇
上　

西
都
賦　

35
頁
3
行
目
）

5　

天
啓
其
心
、
人
慕
之
謀
。（
賦
篇
上　

西
京
賦　

86
頁
2
行
目
）

4
は
、宮
室
の
扉
が
開
い
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の「
啓
」は
、「
扉
」

と
い
う
具
体
物
を
対
象
に
取
る
。
5
は
、天
が
心
を
開
く
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
「
啓
」
は
、「
心
」
と
い
う
抽
象
的
事
象
を
対
象
に
取
る
。

な
お
、
用
例
5
の
箇
所
は
、『
猿
投
神
社
蔵
文
選
』
で
は
「
天
、
其
（
ノ
）

心
を
啓ヒ
ラ
ヒて

」（
482
行
目
）
と
、「
ヒ
ラ
ク
」
と
し
て
読
ん
で
い
る７

。

（
２
）「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
啓
」
字

『
文
選
』
の
動
詞
「
啓
」
字
に
は
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
が
認
め
ら

れ
る
が
、
全
て
「
啓
」
と
い
う
文
章
の
一
形
式
に
よ
っ
て
「
申
し
上
げ
る
」
と

い
う
意
味
で
、
口
頭
で
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い８

。
な
お
、
対

二
―
二　
『
漢
書
』
の
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味

『
漢
書
』
の
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
も
、「
開
く
」
と
い
う
意
味
の
み
で
、「
申

し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
た
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た５

。

2　

知
見
ノ

之
所
ヲ　

不
レ

及
、
乞コ

フ

以
テ

啓ヒ
ラ
キ二

告
ヨ

朕
ニ

一
。（
一　

文
帝
紀
第
四  

56
頁
上
段
左
9
行
目
）

3　

功
-
臣
-
侯
タ
ル
者
、
百
-
有
-
余
-
邑
。
尊
ヒ

二
王
ト
シ
テ
子
弟
ヲ
、一
大
ニ
啓
ク
　

九
二
国
ヲ
。一（
一　

諸
侯
王
表
第
二　

114
頁
下
段
右
11
行
目
）

2
は
、
政
治
に
至
ら
ぬ
点
が
あ
れ
ば
、
文
帝
自
ら
の
考
え
を
開
く
た
め
に
告

げ
知
ら
せ
よ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
啓
」
の
対
象
は
文
中
に
実
際

に
示
さ
れ
な
い
が
、「
考
え
」
と
い
っ
た
抽
象
的
事
象
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

先
に
用
例
1
に
挙
げ
た
「
啓
」
の
意
味
と
通
じ
る
。
3
は
、
功
臣
諸
候
が
百
余

国
を
立
て
、
王
の
子
弟
を
尊
び
、
九
国
を
開
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ

で
の
「
啓
」
の
対
象
は
、「
九
国
」
と
い
う
具
体
物
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
建
国

す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
具
体
物
を
対
象
に
取
る
と
い
う
点
で
は
、「
戸

を
開
く
」
の
「
開
く
」
の
意
味
に
近
い
。「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
動

詞
「
啓
」
字
の
対
象
が
、言
葉
と
い
う
抽
象
的
事
象
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

抽
象
的
事
象
を
対
象
に
取
る
「
開
く
」
と
い
う
意
味
と
、「
申
し
上
げ
る
」
と

い
う
意
味
と
は
、
関
連
性
が
存
す
る
。
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イ　
「
皇
太
子
」
を
対
象
と
す
る
動
詞
「
啓
」
字

9　

昉
啓
。
近
啓
二
帰
訴
一
、
庶
レ
諒
窮
レ
款
。（
文
章
篇　

中　

上
蕭
太
傅
固
辞

奪
礼
啓　

74
頁
1
行
目
）

用
例
9
は
、
任
昉
が
蕭
太
傅
に
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
昉

が
蕭
太
傅
に
対
し
て
、
喪
中
に
強
制
的
に
出
仕
さ
せ
る
と
い
う
奪
礼
を
断
る
こ

と
の
許
可
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
蕭
太
傅
は
宰
相
で
あ
る
が
、
後
に
明

の
帝
に
な
る
の
で
、「
皇
太
子
」
に
相
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
、『
文
選
』
の
動
詞
「
啓
」
字
は
、「
帝
」
や
「
皇
太
子
」
を
対
象
と

す
る
。

さ
て
、『
漢
書
』『
史
記
』『
文
選
』の
動
詞
「
啓
」字
の
例
を
見
て
く
る
と
、『
漢

書
』『
史
記
』の
よ
う
な
歴
史
書
に
は「
申
し
上
げ
る
」と
い
う
意
味
の
動
詞「
啓
」

字
は
、
見
出
し
が
た
い
。『
文
選
』
の
例
に
し
て
も
、「
啓
」
と
い
う
文
章
の
一

形
式
に
よ
り
「
申
し
上
げ
る
」
の
で
あ
り
、
口
頭
に
よ
る
行
為
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、「
啓
」
は
、
伝
達
の
行
為
と
し
て
は
限
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
中
国
に
お
け
る
「
啓
」
に
つ
い
て
は
、
鷲
見
氏
の
論
考
が
あ
る９

。
鷲

見
氏
は
、
六
朝
的
な
「
啓
」
と
唐
的
な
「
啓
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、「
六
朝

時
代
の
啓
は
、
皇
帝
を
も
宛
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
公
私
問
わ
ず
実
質
誰
に

対
し
て
も
使
用
で
き
る
汎
用
の
上
申
文
書
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
こ
こ
で
の
文

選
の
「
啓
」
は
、「
帝
」
に
も
「
皇
太
子
」
に
も
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
鷲
見

象
は
、「
帝
」
と
「
皇
太
子
」
で
あ
る
。

ア　
「
帝
」
を
対
象
と
す
る
動
詞
「
啓
」
字

6　

所
レ
啓
上
合
、
請
付
レ
外
詳
議
。（
文
章
篇　

上　

為
宋
公
求
加
贈
劉
前
軍

表　

349
頁
10
行
目
）

7　

臣
昉
啓
。
奉
レ
勅
并
賜
レ
示
二
七
夕
五
韻
一
。（
文
章
篇　

中　

奉
答
勅
示
七

夕
詩
啓　

67
頁
1
行
目
）

8　

臣
彬
啓
。
伏
見
二
詔
書
并
鄭
義
泰
宣
勅
一
、
當
レ
賜
三
修
二

-
理
臣
亡
高
祖
、

晋
故
驃
騎
大
将
軍
、
建
興
忠
貞
公
壺
墳
塋
一
。（
文
章
篇　

中　

為
卞
彬
謝

修
卞
忠
貞
墓
啓　

71
頁
1
行
目
）

6
は
、
傅
亮
が
安
帝
に
対
し
て
送
っ
た
文
章
で
、
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
は
、

「
申
し
上
げ
る
」
で
あ
る
。
文
章
の
内
容
は
、
亡
く
な
っ
た
前
将
軍
劉
穆
之
の

功
績
を
顕
彰
す
る
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。
7
は
、
任
昉
が
梁
の
武
帝
に
送
っ

た
文
章
で
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
啓
」
は
、

武
帝
か
ら
、
自
ら
作
っ
た
七
夕
の
詩
の
添
削
を
依
頼
さ
れ
た
任
昉
が
、
そ
の
依

頼
に
答
え
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
8
は
、
任
昉
が
、
彬
に
代
わ
っ
て
、
武
帝

に
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
先
祖
の
墓
の
修
理
を
許
可
さ
れ
た

こ
と
に
対
す
る
謝
意
を
武
帝
に
申
し
上
げ
て
い
る
。
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用
例
1
は
他
動
詞
の
「
啓
く
」（
四
段
活
用
）
で
、用
例
2
は
、自
動
詞
の
「
啓

く
」（
下
二
段
活
用
）
で
あ
る
。
な
お
、
訓
点
資
料
に
お
い
て
、「
開
く
」
と
い

う
意
味
で
の
動
詞「
啓
」字
は
全
て「
ヒ
ラ
ク
」と
し
て
読
ま
れ
、漢
語
動
詞「
ケ

イ
ス
」
と
し
て
は
読
ま
れ
て
い
な
い
。

（
２
）「
マ
ウ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
例

次
に
挙
げ
る
用
例
3
は
、「
啓
」に
「
マ
ウ
シ
テ
」と
付
さ
れ
て
い
る
の
で
「
マ

ウ
ス
」と
し
て
読
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
用
例
4
は
、活
用
語
尾
の「
サ
」

か
ら
、
四
段
活
用
の
「
マ
ウ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
と
判
断
で
き
る11

。

3　

法
師
乃（
シ
）兄
に
啓マ

ウ

シ
テ
曰（
ハ
）ク
、「
此
に
は
法
事
無
し
、
虚
ク
度（反）ル

可（
待
）
（
カ
ラ
）不
、願（
ハ
ク
）は
蜀（反）（
入Ⓑ　
）「處

名
也
」

に
遊（
ヒ
）て
業（反）（
入
軽
）を
受
ケ
む｛
焉
｝」。

兄
之（反

）レ
に
従
フ
。（
巻
第
一　

96
行
目　

興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
）

4　
［
於
］
時
に
下
方
の
多
宝
世
尊
の
所
従
の
菩
薩
、
名
を
ば
智
積
と
曰イ

フ
、

多
宝
佛
に
啓
サ
ク
、（
立
本
寺
本
妙
法
蓮
華
経11 　

71
頁
上
段
5
行
目
）

用
例
3
の
動
詞
「
啓
」
字
の
主
体
は
、「
玄
奘
法
師
」
で
、
対
象
は
「
玄
奘

法
師
の
兄
」
で
あ
る
。
な
お
、「
玄
奘
法
師
の
兄
」
は
王
族
で
は
な
い
。
ま
た
、

用
例
4
の
動
詞
「
啓
」
字
の
主
体
は
、「
智
積
」
で
、
対
象
は
「
多
宝
仏
」
で

あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
動
詞
「
啓
」
字
は
、
た
と
え
ば
用
例
3
で
は
、
法
師

と
兄
と
が
直
接
会
話
を
し
て
い
る
場
面
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
口
頭

氏
の
説
に
従
え
ば
、
六
朝
的
な
「
啓
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
文
献
に
お
け
る
動
詞
「
啓
」
字
は
、『
文
選
』
に
「
申

し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
歴
史
的
な
事
件
や
具

体
的
な
政
治
状
況
な
ど
を
記
述
す
る
『
史
記
』
や
『
漢
書
』
と
い
う
歴
史
書
に

お
い
て
は
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
啓
」
字
は
、
ほ
と
ん
ど

使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

三　

訓
点
資
料
に
お
け
る
動
詞
「
啓
」
字
の
訓
読

前
節
で
検
討
し
た
『
史
記
』『
漢
書
』『
文
選
』
の
用
例
の
対
応
箇
所
に
つ
い

て
は
、
訓
点
資
料
で
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
他
の
訓
点
資
料
に

広
く
用
例
を
求
め
、
中
国
文
献
で
用
い
ら
れ
る
動
詞
「
啓
」
字
が
、
日
本
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る11

。

（
１
）「
ヒ
ラ
ク
」
と
し
て
読
ん
だ
例

後
に
示
す
用
例
は
、
付
訓
状
況
に
よ
り
、「
ヒ
ラ
ク
」
と
し
て
読
ん
だ
こ
と

が
分
か
る
例
で
あ
る
。

1　

法
師
對
（
ヘ
テ
）
曰
（
ハ
ク
）、「
衆
生
惑マ
ト
ヒ
ニ
寝フ

ス
。
慧
（
ニ
）
非
（
ス
）

ハ
啓ヒ

ラ

ク
コ
ト
莫
シ
。（
巻
7　

130
行
目　

興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝11

）

2　

業
‐
運
将
ニ
啓ヒ

ラ

ケ
ム
ト
［  

将
ス（（
シ
テ
））

  

］

（
再
読
）　
（
巻
8　

14
行
目　

興
福
寺
蔵
大
慈

恩
寺
三
蔵
法
師
伝
）
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門
玄
奘
啓（
上
）ス
。（
巻
第
九  

206
行
目  

興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
）

9　

曲
（
ク
ヰ
ヨ
ク
）、

終
（
ヲ
ハ
）て

王（
ワ
ウ
シ
）

‐
子
、
聖

（
セ
イ
シ
ン
）

人
に
啓
（
上
）
す
。（
巻
第
三　

驃
國
樂　

329
行
目  

神
田
本
白
氏
文
集11

）

「
ケ
イ
ス
」
と
読
ん
だ
動
詞
「
啓
」
字
の
対
象
を
見
る
と
、「
玄
奘
の
兄
」（
用

例
5
）、「
中
宮
」「
皇
后
」（
用
例
7
・
8
）、「
異
国
の
王
」「
帝
」（
用
例
6
・

9
）
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
対
象
は
、
用
例
5
の
「
玄
奘
の
兄
」
を
除
き
、「
帝
」

「
皇
后
」
と
い
っ
た
皇
族
で
あ
る
。
皇
族
を
対
象
と
す
る
動
詞
「
啓
」
字
は
「
ケ

イ
ス
」と
し
て
読
む
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
よ
う
に
漢
語
動
詞
で
読
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、
加
点
時
期
で
あ
る

一
一
〇
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
は
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」
を
対
象
に
取
る

漢
語
動
詞
「
啓
す
」
が
、
和
文
や
古
文
書
・
古
記
録
と
い
っ
た
日
本
資
料
で
広

く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う11

。

中
国
文
献
の
動
詞
「
啓
」
字
が
、「
帝
」
を
対
象
に
取
る
と
き
は
、
和
文
や

古
文
書
・
古
記
録
で
の
「
啓
」の
対
象
と
異
な
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
の
で
、

そ
の
と
き
は
、
動
詞
「
啓
」
字
を
ど
の
よ
う
に
読
む
か
と
い
う
判
断
に
迫
ら
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
結
局
、
対
象
が
「
帝
」
の
場
合
に
つ
い
て

も
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」
を
対
象
に
取
る
場
合
の
読
み
方
と
区
別
せ
ず
、

皇
族
を
対
象
に
取
る
動
詞
「
啓
」
字
は
、
全
て
「
ケ
イ
ス
」
と
読
む
と
い
う
こ

と
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
、
用
例
5
で
、
Ⓕ
種
点
と
し
て
、
王
族
で
は
な
い
「
玄
奘
の
兄
」
を
対

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
行
為
で
あ
ろ
う
。

（
３
）「
ケ
イ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
例

用
例
5
は
、
動
詞
「
啓
」
字
に
「
ケ
イ
シ
テ
」（
た
だ
し
Ⓕ
種
点
の
訓
）
と

あ
る
こ
と
か
ら
、「
ケ
イ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
な
例
で
、
用
例

6
は
活
用
語
尾
か
ら
「
ケ
イ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
と
判
断
で
き
る
例
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
用
例
7
、
8
、
9
は
、
動
詞
「
啓
」
字
に
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
ケ
イ
ス
」
と
し
て
、
漢
語
動
詞
で
読
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
先

に
示
し
た
よ
う
に
、
動
詞
「
啓
」
字
を
「
マ
ウ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
例
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、『
興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』と
い
う
同
一
資
料
の
中
で
、

「
ケ
イ
ス
」「
マ
ウ
ス
」と
異
な
る
動
詞
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

5　

乃
（
シ
）
兄
に
Ⓕ啓（「
ケ
イ
シ
テ
」

シ
）て
曰
（
ハ
ク
）、（
巻
第
一  
88
行
目  

興
福
寺
蔵

大
慈
恩
寺
三
蔵
Ⓕ法

師
「（
反
）」伝

）

6　

伏
（
シ
）
テ
對
（
ヘ
）
テ
驚
キ
慙
ツ
。
啓
セ
ム
處
ヲ
知
（
ラ
）
不
。（
巻

第
一　

370
行
目　

興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
）

7　

冬
十
月
（（（

に
））

ニ
）
中
宮
難
ニ
在
（
リ
）
テ
三
宝
（
ヲ
）
帰
依
シ
テ
、
加
（
去
）

祐
《
イ
ウ
》（

（
反
）

平
）
ヲ
垂
（
レ《

タ
マ
ヘ
ト
》

タ
マ
ヘ
）
ト
請
フ
、法
師
啓
（
上
）
シ
テ
曰
（
ハ
）
ク
、（
巻

第
九　

203
行
目　

興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
）

8　

其
（
ノ
）
月
（
ノ
（（
の
）））
一
日
ニ

（
一
字
空
白
）
皇
后
、法（反

）師
ニ
納
ノ
袈
裟
一
（
ツ《

つ
》）。
并
（
ヒ

ニ
）
雑
物
等
数
（
上
）
十
（
反
）
件ケ

ン
（
去
）
ヲ
施
ス
、法
師
啓
謝
シ
テ
曰
（
ハ
）
ク
、「
沙
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動
詞
「
啓
」
字
の
読
み
に
つ
い
て
い
え
ば
、
本
稿
で
は
用
例
を
示
し
て
い
な

い
が
、
用
例
10
の
他
に
も
、
訓
点
資
料
で
は
、
活
用
語
尾
か
ら
「
マ
ウ
ス
」
か

「
ケ
イ
ス
」
の
ど
ち
ら
で
読
ん
だ
か
、
判
断
で
き
な
い
例
が
あ
る
。
し
か
し
、

ど
の
例
の
動
詞
「
啓
」
字
も
、「
帝
」
と
「
皇
后
」
を
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、

全
て
「
ケ
イ
ス
」
と
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

四　
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味

七
二
〇
年
ご
ろ
成
立
の
『
日
本
書
紀
』
の
動
詞
「
啓
」
字
に
は
、「
申
し
上

げ
る
」
と
「
開
く
」
と
い
う
意
味
が
見
ら
れ
た11

。

（
１
）「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
啓
」
字

a　
「
皇
太
子
」「
皇
后
」
を
対
象
と
す
る
動
詞
「
啓
」
字

1　

時
丹
波
氷
上
人
、
名
氷
香
戸
辺
啓
二
于
皇
太
子
活
目
尊
一
曰
（
①　

292
頁

4
行
目　

崇
神
天
皇
）

2　

時
穴
門
直
之
祖
践
立
津
守
連
之
祖
田
裳
見
宿
禰
啓
二
于
皇
后
一
曰
、
神
欲
レ

居
之
地
、
必
宜
レ
奉
レ
定
。（
①　

436
頁
1
行
目　

神
功
皇
后
）

1
は
、
氷
香
戸
辺
が
皇
太
子
で
あ
る
活
目
尊
に
申
し
上
げ
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
2
は
、田
裳
見
宿
祢
が
神
功
皇
后
に
申
し
上
げ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

象
に
取
る
動
詞
「
啓
」
字
を
「
ケ
イ
シ
テ
」
と
漢
語
動
詞
で
読
ん
で
い
る
こ
と

が
気
に
な
る
が
、
こ
こ
で
漢
語
動
詞
と
し
て
読
ん
で
い
る
理
由
と
し
て
は
、
Ⓕ

種
点
の
加
点
時
期
が
A
種
点
（
一
〇
七
一
年
頃
）
に
比
べ
て
、
一
〇
〇
年
ほ
ど

時
代
が
降
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。『
興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』
の
加
点
の
う
ち
、
Ⓕ
種
点
に
つ
い
て
、
築
島
裕
博
士
は
、
嘉
応
二
年

（
一
一
七
〇
）、
夕
拝
郎
實
守
に
よ
る
書
入
れ
と
す
る11

。
動
詞
「
啓
」
字
を
「
マ

ウ
ス
」
と
読
ん
だ
用
例
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
時

代
が
降
る
と
、
対
象
に
関
係
な
く
「
ケ
イ
ス
」
と
読
ん
で
し
ま
う
と
い
う
訓
読

上
の
時
代
的
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
現
段
階
で
の
筆
者

の
考
え
で
あ
る
。

な
お
、
用
例
の
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
が
、
口
頭
に
よ
る
行
為
な
の
か
文
章

に
よ
る
行
為
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
か
ら
は
判

断
し
が
た
い
場
合
が
多
い
。
恐
ら
く
、
文
章
に
よ
る
行
為
と
口
頭
に
よ
る
行
為

と
、
両
方
が
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
示
す
用
例
10
は
、「
ケ
イ
ス
」
と
読

ん
だ
か
「
マ
ウ
ス
」
と
読
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
が
、
活
用
語
尾
か
ら
は
分
か
ら

な
い
例
で
あ
る
が
、「
啓
（
上
）
ヲ
進
（
リ
）
テ
」
と
あ
る
の
で
、
動
詞
「
啓
」

字
の
意
味
と
し
て
は
、
文
章
に
よ
る
行
為
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
。

10　

法
師
既
ニ
殊
（
平
軽
）
沢（反）（
入
軽
）
ヲ
荷
（
ヒ
）
テ
又
啓
（
上
）
ヲ
進
（
リ
）

テ
謝
シ
テ
《
進
（
リ
）
て
啓
［
‐
］
謝
（
平
）
し
て
》
曰
（
ハ
）
ク

（
一
字
空
白
）、「
沙
門

玄
奘
啓
（
ス《

す
》）。（

巻
第
九　

357
行
目　

興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
）
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4
は
、
任
那
王
己
能
末
多
が
大
伴
大
連
金
村
に
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
大
伴
大
連
金
村
も
、皇
族
で
は
な
い
が
、大
連
と
い
う
地
位
に
あ
っ

て
、
継
体
天
皇
を
即
位
さ
せ
、
百
済
に
任
那
を
割
譲
す
る
な
ど
、
絶
大
な
権
力

を
握
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、
安
閑
天
皇
の
皇
位
を
継
ぐ
直
系
の
皇
太
子
は
存
し

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
天
皇
に
次
ぐ
権
力
者
と
い
う
こ
と
で
、
動
詞

「
啓
」
字
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
、
動
詞
「
啓
」
字
は
、
上
位
者

に
広
く
使
っ
て
い
た
が
、
七
二
〇
年
頃
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
に

お
い
て
は
、「
皇
太
子
」「
皇
后
」
と
そ
れ
に
次
ぐ
権
力
者
に
限
ら
れ
て
お
り
、

動
詞
「
啓
」
字
の
使
用
法
に
、
公
式
令
と
の
関
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
帝
」
を
対
象
と
す
る
動
詞
「
啓
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
点
は
、
中
国
文
献
の
動
詞
「
啓
」
字
と
異
な
る
。
む
し
ろ
、『
日
本
書
紀
』

の
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
は
、日
本
の
公
式
令
の
使
用
法
に
近
い
と
言
え
よ
う
。

（
２
）「
開
く
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
啓
」
字

『
日
本
書
紀
』
で
は
、
動
詞
「
啓
」
字
を
「
開
く
」
と
い
う
意
味
で
も
使
用

し
て
い
る
。

1　

詔
曰
、
昔
我
皇
祖
大
啓
二
鴻
基
一
、
其
後
聖
業
途
高
、
王
風
転
盛
。（
①  

270
頁
7
行
目　

崇
神
天
皇
）

2　

乃
謂
二
孫
枕
流
王
一
曰
、
今
我
所
レ
通
毎
東
貴
国
是
天
所
レ
啓
。（
①　

462
頁

2
行
目　

神
功
皇
后
）

ｂ　
「
皇
太
子
」「
皇
后
」
で
は
な
い
有
力
者
を
対
象
に
取
る
例

3　

漢
彦
乃
具
為
啓
二
於
大
伴
大
連
一
、
不
レ
入
二
刑
類
一
。（
②　

218
頁
10
行
目  

清
寧
天
皇
）

4　

啓
二
大
伴
大
連
金
村
一
曰
、
夫
海
表
諸
蕃
自
三
胎
中
天
皇
、
置
二
内
官
家
一
、

不
レ
棄
二
本
土
一
封
二
其
地
一
、良
有
レ
以
也
。（
②　

318
頁
1
行
目　

継
体
天
皇
）

3
は
、
漢
彦
が
大
伴
大
連
室
屋
に
申
し
上
げ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
大
伴

室
屋
は
、
皇
族
で
は
な
い
。
大
連
は
、
執
政
の
最
高
権
力
者
で
あ
り
、
自
ら
の

意
向
で
清
寧
天
皇
の
名
代
職
を
置
く
な
ど
、
強
い
権
力
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
事
情
で
、
動
詞
「
啓
」
字
を
大
伴
大
連
に
も
使
用
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
た
だ
し
、
後
に
示
し
て
い
る
木
簡
の
例
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
、
動

詞
「
啓
」
字
は
、
上
位
者
に
対
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
七
五
七
年
成
立

の
養
老
律
令
で
は
、「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
に
「
啓
」
を
使
う
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
公
式
令
が
定
着
す
る
ま
で
は
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」

以
外
の
上
位
者
に
も
動
詞
「
啓
」
字
を
使
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

公
式
令
で
現
存
す
る
最
も
古
い
の
は
、
養
老
律
令
で
あ
る
。
七
〇
一
年
成
立
の

大
宝
律
令
に
つ
い
て
は
、
原
文
が
残
存
し
な
い
の
で
、「
啓
」
の
対
象
に
つ
い

て
記
載
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
鷲
見
氏
は
、
日
本
書
記

の
「
啓
」
に
つ
い
て
、
天
皇
に
「
啓
」
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、

唐
的
な
「
啓
」
の
特
徴
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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五　

古
文
書
や
古
記
録
に
お
け
る
動
詞
「
啓
」
字
の
意
味

こ
こ
で
は
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
の
古
記
録
や
古
文
書
に
見
ら
れ
る
動

詞
「
啓
」
字
の
意
味
に
つ
い
て
、
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
１
）「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
啓
」
字

a　
「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
で
は
な
い
有
力
者
を
対
象
に
取
る
例

上
代
の
資
料
に
は
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」
を
対
象
に
し
な
い
「
啓
」
が
、

認
め
ら
れ
る
。

1
は
、石
川
県
加
茂
遺
跡
（
七
世
紀
〜
一
〇
世
紀
）
の
木
簡
に
み
ら
れ
る
「
謹

啓
」
の
例
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
は
、
新
し
い
時
期
の
西
側
溝
肩
部
よ
り
出
土
し

た
も
の
で
、
溝
の
埋
没
時
期
は
十
世
紀
初
頭
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

1　

謹
啓　

丈
部
安
□
／
献
上
人
給
雑
魚
十
五
隻
［
奉
カ
］
／
□
□
消
息
後
日

参
向
而
語
□
／
无
札
状
具
注
以
解　

七
月
十
日　

□
□
造
□
王　

146
×
334
×

33
×
5　

011

こ
の
「
謹
啓
」
に
つ
い
て
、『
木
簡
研
究11

』
に
よ
れ
ば
、「
啓
は
、
公
式
令
に

春
宮
坊
あ
る
い
は
中
宮
職
か
皇
太
子
や
三
后
に
上
申
す
る
時
の
文
書
の
様
式
と

し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
啓
と
は
異
な
る
宮
司
や
個

1
は
、
昔
、
皇
祖
が
啓
示
に
よ
っ
て
事
業
の
大
き
な
基
礎
を
開
い
た
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
2
は
、
天
が
国
を
開
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
の
動
詞
「
啓
」
字
に
は
、「
申

し
上
げ
る
」
と
「
開
く
」
の
意
味
が
あ
り
、「
申
し
上
げ
る
」
に
は
、「
皇
太
子
」

や
「
皇
后
」
を
対
象
に
取
る
例
が
多
い
が
、「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
に
匹
敵

す
る
よ
う
な
権
力
を
有
す
る
上
位
者
を
対
象
に
取
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。『
日

本
書
紀
』
の
動
詞
「
啓
」
字
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
わ
が
国
の
動

詞
「
啓
」
字
の
使
用
法
に
お
け
る
、
過
渡
的
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
動
詞
「
啓
」
字
は
、
中
国
文
献
の
動
詞
「
啓
」

字
を
受
容
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
は
、
公
式
令
に
あ
る
よ
う

に
後
に
対
象
を
限
定
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
日
本
書
紀
』の
動
詞「
啓
」

字
は
、
公
式
令
の
運
用
が
定
着
す
る
ま
で
の
姿
を
呈
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で

あ
る
。

な
お
、『
日
本
書
紀
』
の
動
詞
「
啓
」
字
を
、
当
初
、
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、『
日
本
書
記
』

の
訓
点
資
料
で
は
、
岩
崎
本
、
図
書
寮
本
、
前
田
本
、
吉
田
本
、
天
理
本11

い
ず

れ
も
、
動
詞
「
啓
」
字
を
「
マ
ウ
ス
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
訓
読
の

状
況
か
ら
、『
日
本
書
紀
』
成
立
当
時
も
、「
マ
ウ
ス
」
と
読
み
、
漢
語
動
詞
で

は
読
ま
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
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し
く
、
家
主
は
こ
れ
に
答
え
て
、
注
文
選
を
書
写
す
る
人
物
が
見
つ
か
っ
た
の

で
、
紙
・
食
料
・
筆
・
墨
な
ど
を
準
備
さ
れ
た
い
と
書
き
送
っ
た
の
で
あ
る
」

と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
「
啓
」
木
簡
は
、
秦
家
主
が
道
守
に
送
っ
た

も
の
で
、
対
象
は
「
皇
太
子
」「
皇
后
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
な
お
、「
謹
啓
」

が
熟
語
と
し
て
音
読
さ
れ
た
か
、「
謹つ
つ

し
み
啓ま

う

す
」
の
よ
う
に
訓
読
み
さ
れ
た

か
は
、
定
か
で
は
な
い
。

3　

丹
波
守
朝
臣
送
書
状
云
、
久
不
温
言
、
明
日
夕
参
啓
如
何
、
呉
公
不
違
歟

者
。（
小
右
記　

3
巻
30
頁　

長
和
元
年
六
月
一
日
）

4　

匡
衡
送
書
状
云
、
一
日
少
々
之
事
始
之
由
執
啓
、
其
事
已
符
合
、
参
啓
具

由
、
且
蒙
処
分
者
。（
小
右
記　

3
巻
41
頁　

長
和
元
年
六
月
二
十
四
日
）

5　

節
会
行
幸
及
元
三
日
内
行
幸
用
鳳
輿
、
而
所
司
不
存
前
例
、
鎮
供
鳳
輿
、

又
無
事
啓
、
或
相
府
仰
可
供
鳳
輿
之
由
云
々
。（
小
右
記　

3
巻
222
頁　

長

和
三
年
五
月
十
日
）

6　

今
有
恩
問
、
名
称
万
歳
、
況
於
宣
義
、
万
死
々
々
、
望
窺
縦
容
、
被
上
啓
、

幸
甚
々
々
、
宣
義
一
生
恥
者
、
圧
臥
顚
倒
之
屋
底
、
宣
義
一
生
之
幸
者
、
待

得
厳
信
之
責
、以
之
消
恥
、生
而
不
恨
、宣
義
誠
恐
謹
啓
、年
月
―
上
啓
。（
小

右
記　

4
巻
212
頁　

寛
仁
一
年
八
月
三
日
）

7　

中
納
言
参
入
、
従
取
案
内
、
被
重
悩
者
、
承
驚
由
以
近
習
人
可
啓
達
之
事
、

以
書
状
示
遣
、（
小
右
記　

8
巻
160
頁　

長
元
二
年
九
月
十
二
日
）

人
の
上
申
文
書
と
し
て
の
啓
も
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
木
簡
も
こ
の
よ
う
な
範
疇

の
中
で
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。

正
倉
院
文
書
に
も
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」
を
対
象
に
し
な
い
「
啓
」
が

認
め
ら
れ
る
。
次
の
例
は
、『
大
日
本
古
文
書
』（
第
25
巻
344
頁
）
に
天
平
宝
字

年
中
の
文
書
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

2　

謹
啓　

消
息
事

一
、
法
華
経
者
、
以
当
月
廿
三
日
始
可
奉

一
、
先
日
宜
注
文
選
、
慇
懃
欲
画
（
書
カ
）
申
人
侍
、
紙
食
料
筆
黒
（
墨

カ
）
等
備
欲
求
請

（
中
略
）

一
、　　
　

経
師
闕
所
尾
張
足
人
預
欲
仕
奉
申

（
中
略
）

想
心
雖
万
端
、
不
能
書
具
載
、
伏
乞
部
不
消
息
、
迤
曲
投
一
対
、
死
罪
頓

首
謹
言　

四
月
廿
日
下
愚
秦
家
主
上　

道
守
執
下

東
野
（
一
九
七
七11

）
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
「
啓
」の
差
出
人
で
あ
る
秦
家
主
は
、

天
平
十
八
年
頃
か
ら
造
東
大
寺
司
写
経
所
に
出
仕
し
た
経
師
で
あ
っ
た
」
と
さ

れ
、
ま
た
、「
こ
の
啓
は
ほ
ぼ
そ
の
直
前
、
勝
宝
末
年
か
ら
宝
字
初
年
の
も
の

と
推
定
で
き
る
」
と
さ
れ
る
。「
文
面
に
よ
る
と
道
守
君
麻
呂
は
、
家
主
に
か

ね
て
よ
り
「
注
文
選
」
を
書
写
す
べ
き
人
物
を
求
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
ら
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二
字
漢
語
で
は
な
く
、
和
語
と
漢
語
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
二
字
形

式
で
あ
る
こ
と
と
、
対
象
が
「
皇
太
子
」「
皇
后
」
で
は
な
い
こ
と
の
因
果
関

係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
公
式
令
の
よ
う
な
公
的
な
「
啓
」
は
、
作
法

が
定
ま
っ
て
お
り
、「
啓
す
」
だ
け
で
表
現
で
き
る
が
、礼
の
世
界
の
「
啓
」
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
「
啓
す
」
と
い
う
行
為
が
行
わ
れ
た
た
め
に
二
字
形
式
に

な
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

8　

須
ス
ベ
カ
ラ
ク

  

蹤ソ
ウ 

容ヨ 

之 

隙ヒ
マ
ニ 

殿ト
ノ
ヽ 

御　
コ 

前セ
ン
ニ 

洩モ
ラ
シ
ケ
イ
セ
ラ
レ
ン

啓
被
（
9
行
目　

和
泉
往
来11

）

b　
「
皇
太
子
」「
皇
后
」
を
対
象
と
す
る
動
詞
「
啓
」
字

上
代
の
木
簡
に
み
ら
れ
る
「
啓
」
は
、
公
式
令
と
関
わ
る
「
啓
」
の
可
能
性

の
あ
る
木
簡
も
存
す
る
も
の
の
、
多
く
は
、
役
人
同
士
が
事
務
連
絡
に
使
っ
た

木
簡
の
中
で
の
「
啓
」
で
あ
る
。
上
代
の
木
簡
の
具
体
的
な
成
立
時
期
は
不
明

な
物
が
多
い
が
公
式
令
成
立
後
間
も
な
い
頃
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
対

象
を
定
め
た
公
式
令
が
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
鷲
見
氏
は
、
こ
の
「
啓
」
を
、
礼
の
世
界
の
「
啓
」
に
分
類
さ
れ
る
。

「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」
を
対
象
と
す
る
「
啓
」
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
中
古
以
後
に
成
立
し
た
古
記
録
の
中
に
お
い
て

で
あ
る
。

1　

于
時
有
人
大
御
門
・
大
納
言
主
・
左
兵
衛
督
及
□
□
位
以
上
十
余
人
、
奏

3
は
、
丹
波
守
朝
臣
（
大
江
匡
衡
）
が
藤
原
実
資
に
手
紙
を
送
り
、
明
日
夕

刻
参
上
し
て
申
し
上
げ
た
い
と
伝
え
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
4
も
、
3
に
同

じ
く
、
丹
波
守
朝
臣
が
藤
原
実
資
に
手
紙
を
送
り
、
会
っ
て
申
し
上
げ
た
い
旨

を
伝
え
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
5
は
、
実
資
が
、
行
幸
に
鳳
輿
を
使
う
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
道
長
に
申
し
上
げ
る
内
容
で
あ
る
。
6
は
、
博
士
宣
義
が
道
長

に
宛
て
て
出
し
た
上
啓
書
で
あ
る
。
大
風
の
た
め
に
家
の
下
敷
き
に
な
り
、
九

死
に
一
生
を
得
た
宣
義
が
、
道
長
の
恩
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
趣
旨
の
手
紙
を

道
長
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
木
簡
や
古
文
書
、
古
記
録
に
も
、『
日
本
書
紀
』
と
同
じ
よ

う
に
、「
皇
太
子
」と
「
皇
后
」で
は
な
い
有
力
者
を
対
象
に
取
る
例
が
存
す
る
。

こ
れ
ら
の
「
啓
」
は
、公
式
令
に
沿
わ
な
い
と
い
う
点
は
、鷲
見
氏
の
い
う
「
礼

の
世
界
の
啓
」
に
当
た
る
と
も
い
え
よ
う
か
。
な
お
、も
と
も
と
『
日
本
書
紀
』

に
あ
る
皇
族
以
外
の
有
力
者
に
使
わ
れ
た
「
啓
」
と
、
平
安
時
代
の
古
記
録
等

で
使
わ
れ
る
皇
族
以
外
の
有
力
者
に
使
わ
れ
た
「
啓
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
鷲
見
氏
の
い
う
「
礼
の
世
界
の
「
啓
」」
に
従
う
な
ら
、上
代
・

中
古
を
と
お
し
て
、「
礼
の
世
界
の
「
啓
」」
が
存
在
し
続
け
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
現
段
階
で
は
、
用
例
も
少
な
く
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。

な
お
、有
力
者
を
対
象
に
取
る
こ
の
よ
う
な
「
啓
」
は
、「
参
啓
」「
上
啓
」「
事

啓
」「
執
啓
」「
啓
達
」の
よ
う
な
二
字
形
式
に
な
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

用
例
8
は
、「
殿
御
前
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
皇
太
子
」「
皇
后
」
で
は
な
い
人

物
が
対
象
で
あ
る
。
こ
の
例
で
は
、「
漏
啓（
モ
ラ
シ
ケ
イ
セ
ラ
レ
ン
）」と
あ
り
、
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（
２
）「
開
く
」
と
い
う
意
味

古
記
録
や
古
文
書
に
は
、
用
例
数
は
少
な
い
が
、「
開
く
」
と
い
う
意
味
の

動
詞
「
啓
」
字
も
見
ら
れ
る
。

1　

勘
解
由
長
官
云
、
高
麗
国
啓
牒
有
使
辱
日
本
国
之
句
。（
小
右
記　

1
巻

35
頁　

長
徳
三
年
六
月
十
二
日
）

2　

余
及
宰
相
中
将
列
立
南
庭
、
次
寄
御
輿
、
啓
樻
鈴
等
持
候
。（
小
右
記  

1
巻
44
頁　

長
徳
三
年
十
一
月
十
八
日
）

1
は
、
高
麗
国
の
牒
を
開
く
と
、
日
本
国
を
辱
め
る
句
が
書
い
て
あ
る
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
2
は
、
藤
原
実
資
ら
が
、
櫃
を
開
い
て
鈴
を
持
つ
と
い
う
内

容
で
あ
る
。六　

『
源
氏
物
語
』
の
「
啓
す
」

本
節
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
「
啓
す
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る11

。

（
ア
）「
皇
后
」
を
対
象
と
す
る
例

1　
「
た
ゞ
人
に
な
ら
せ
給
に
た
り
と
て
、
か
れ
よ
り
も
き
こ
え
さ
せ
給
は
ぬ

に
こ
そ
は
、
心
う
か
な
れ
。
い
ま
、
お
ほ
宮
の
御
ま
へ
に
て
、
う
ら
み
き
こ

え
さ
せ
給
と
け
い
せ
ん
」
と
の
給
。（
蜻
蛉　

1968
頁
6
行
目
）

大
内
了
亦
参
東
宮
令
啓
。（
貞
信
公
記　

延
喜
七
年
正
月
九
日
）

2　

此
間
左
大
臣
以
下
参
入
、
以
余
被
啓
、
公
卿
拝
礼
間
、
皇
后
理
髪
、
白
伽

御
衣
白
簪
着
給
白
御
装
束
、
着
給
倚
子
云
々
（
小
右
記　

1
巻
21
頁　

天
元

五
年
三
月
十
一
日
）

1
は
、
藤
原
時
平
を
は
じ
め
大
納
言
藤
原
国
経
等
の
公
卿
が
、
女
御
藤
原
穏

子
の
叙
位
の
慶
賀
を
東
宮
に
申
し
上
げ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
2
は
、
藤
原

遵
子
を
皇
后
に
立
て
る
儀
式
の
場
で
、
藤
原
実
資
が
皇
后
に
寿
ぎ
を
申
し
述
べ

た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

な
お
、「
申
し
上
げ
る
」
方
法
と
し
て
は
、
口
頭
に
よ
り
、「
皇
太
子
」
や
「
皇

后
」
の
面
前
で
公
卿
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
古
記
録
で
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」
を
対
象
に
取
る
動
詞
「
啓
」

字
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
動
詞
「
啓
」
字
の
読

み
が
確
実
に
分
か
る
例
が
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、

同
時
代
に
、「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
を
対
象
に
取
り
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い

う
意
味
の
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
源
氏
物
語
』
の
よ
う

な
和
文
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
動

詞
「
啓
」
字
が
訓
点
資
料
に
お
い
て
漢
語
読
み
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ

ら
く
、
こ
れ
ら
の
動
詞
「
啓
」
字
も
、「
ケ
イ
ス
」
と
音
読
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
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法
と
文
書
に
よ
る
方
法
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

七　

日
本
公
式
令
と
中
国
公
式
令

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
の
公
式
令
で
あ
る
養
老
律
令
に
は
、「
啓

式
三
后
亦
准
此
式　

春
宮
坊
啓
」（
第
二
十
一　

公
式
令
）
と
あ
る
よ
う
に
、

動
詞
「
啓
」
字
の
対
象
を
「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
に
す
る
。
ま
た
、「
奏
事

式　

太
政
官
謹
奏
」（
第
二
十
一　

公
式
令
）
と
あ
り
、
動
詞
「
奏
」
字
の
対

象
を
「
天
皇
」
と
す
る
。
な
お
、
養
老
律
令
に
先
立
つ
大
宝
律
令
に
つ
い
て
は

残
存
し
て
い
な
い
た
め
、「
啓
」
の
対
象
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
か
否
か
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
養
老
律
令
の
注
釈
書
で
あ
る
『
令
集
解
』
や
『
令
義
解
』
で
も
、「
啓

式　

三
后
亦
准
此
式　

春
宮
坊
啓
。
奉
令
依
啓
。
若
不
依
啓
者
。
即
云
。
令
処
分
云
々
。」

な
ど
と
あ
り
、「
啓
」
の
対
象
を
「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
と
し
て
い
る11

。
こ

の
「
啓
」
か
ら
、「
啓
す
」
と
い
う
語
が
生
ま
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
動
詞
「
啓
」
字
の
中
国
か
ら
の
受
容
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
、
こ

の
日
本
の
公
式
令
に
見
ら
れ
る
動
詞
「
啓
」
字
に
つ
い
て
の
内
容
が
、
唐
令
の

内
容
を
踏
襲
し
た
も
の
か
、
日
本
独
自
の
内
容
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
令
に
つ
い
て
は
散
逸
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
内
容
を
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、

唐
式
令
の
逸
文
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
仁
井
田
陞
博
士
著
述
の
『
唐
令
拾
遺11

』

に
基
づ
い
て
考
察
す
る
。

（
イ
）「
皇
太
子
」
を
対
象
と
す
る
例

2　

あ
け
は
つ
る
ほ
ど
に
か
へ
り
給
ひ
て
、春
宮
に
も
御
せ
う
そ
こ
き
こ
え
給
。

わ
う
命
婦
を
御
か
は
り
に
て
さ
ぶ
ら
は
せ
給
へ
ば
、そ
の
御
つ
ぼ
ね
に
「（
途

中
略
す
）
よ
ろ
づ
を
し
は
か
り
て
け
い
し
た
ま
へ
。」（
途
中
略
す
）
さ
く
ら

の
ち
り
す
き
た
る
え
だ
に
つ
け
給
へ
り
。「
か
く
な
む
」
と
御
ら
ん
ぜ
さ
す

れ
ば
、
お
さ
な
き
御
心
ち
に
も
ま
め
だ
ち
て
お
は
し
ま
す
。「
御
返
い
か
ゞ

も
の
し
給
ら
む
」
と
け
い
す
れ
ば
、「（
途
中
略
す
）
と
い
へ
か
し
」
と
の
た

ま
は
す
。（
須
磨　

410
頁
4
行
目
）

用
例
に
掲
げ
た
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』
で
は
「
啓
す
」
の
意
味
は
全
て
「
申

し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
対
象
は
「
皇
后
」
と
「
皇
太
子
」
に
限
ら
れ
て

お
り
、
公
式
令
の
内
容
に
合
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
啓
す
」
と
い
う
行
為
の
方
法
が
、
口
頭
で
あ
る
か
文
書
で
あ
る
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
用
例
1
で
は
、「
お
ほ
宮
の
御
ま
へ
に
て
、
う
ら
み

き
こ
え
さ
せ
給
と
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
口
頭
に
よ
り
「
啓
す
」
と
い
う
行
為

が
な
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
用
例
2
で
は
、「
さ
く
ら
の
ち

り
す
き
た
る
え
だ
に
つ
け
給
へ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
書
に
よ
る
行
為
で

あ
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
用
例
2
に
あ
る
後
の
「
啓
す
」
は
、「
御
返

い
か
ゞ
も
の
し
給
ら
む
」
と
あ
る
の
で
、
口
頭
に
よ
る
行
為
と
見
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
み
る
と
、『
源
氏
物
語
』
の
「
啓
す
」
は
、
口
頭
に
よ
る
方
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対
象
に
取
る
動
詞
「
奏
」
字
の
用
例
数
は
、『
旧
唐
書
』
だ
け
で
も
三
千
例
を

越
え
た
。
こ
の
状
況
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
は
、「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
を

対
象
に
取
る
動
詞
「
啓
」
字
は
、唐
令
発
布
後
に
お
い
て
、日
本
の
よ
う
に
「
皇

太
子
」
と
「
皇
后
」
を
対
象
に
取
る
動
詞
「
啓
」
字
の
使
用
例
が
増
加
す
る
と

い
う
現
象
は
見
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
唐
令
に
お
い
て
、
動
詞
「
啓
」
字
を
「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
に

限
定
す
る
と
い
う
条
項
が
存
し
た
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

八　

漢
語
動
詞
「
啓
す
」
の
成
立
過
程

最
後
に
、
今
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
の
成
立
過
程
に

つ
い
て
ま
と
め
る
。

漢
語
動
詞
が
生
ま
れ
る
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
漢
文
の
訓
読
が
影
響
す
る

と
い
う
考
え
方
が
想
定
で
き
よ
う
か
と
思
う
。
た
と
え
ば
、漢
語
動
詞
「
啓
す
」

の
場
合
は
、
中
国
文
献
の
動
詞
「
啓
」
字
が
、
訓
点
資
料
で
中
国
文
献
の
動
詞

「
啓
」
字
を
漢
語
動
詞
「
啓け
い

す
」
と
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
啓け

い

す
」
が
語
と
し

て
定
着
し
、
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
が
生
ま
れ
た
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
し
か

し
、
今
ま
で
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
漢
文
訓
読
に
よ
っ
て
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
が

成
立
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、『
史
記
』『
漢
書
』『
文
選
』

と
い
っ
た
中
国
文
献
に
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
啓
」
字
が

『
唐
令
拾
遺
』
に
よ
れ
ば
、「
開
元
二
十
五
年
令
」
に
「
依
公
式
令
、
三
后
及

皇
太
子
行
令
」
と
あ
り
、「
唐
名
例
律
巻
六
乗
輿
車
駕
條
疏
議
」「
宋
刑
統
名
例

律
巻
六
同
上
」に
も
「
依
公
式
令　

三
后
及
皇
太
子
行
令
」と
あ
る
と
さ
れ
る
。

仁
井
田
博
士
は
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
右
に
い
ふ
公
式
令
は
、

日
本
公
式
令
皇
太
子
令
旨
式
條
に
對
應
す
る
唐
令
を
指
す
も
の
と
思
ふ
が
、
他

に
逸
文
は
見
當
ら
な
い
。」と
記
さ
れ
る
。『
唐
令
拾
遺
』の
中
で
、「
皇
太
子
」「
皇

后
」
に
関
し
て
、
日
本
の
公
式
令
と
重
な
る
の
は
、
先
の
内
容
だ
け
で
、
動
詞

「
啓
」
字
の
対
象
に
関
す
る
内
容
は
見
ら
れ
な
い
。
唐
令
の
多
く
が
未
だ
散
逸

し
て
い
る
状
況
か
ら
、『
唐
令
拾
遺
』の
記
述
だ
け
か
ら
、養
老
律
令
の
動
詞「
啓
」

字
の
記
述
が
、
日
本
特
有
で
あ
る
こ
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、

中
国
の
公
式
令
に
「
啓
」
の
対
象
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
見

当
た
ら
な
い
。

日
本
に
お
い
て
は
、養
老
律
令
以
後
、動
詞
「
啓
」
字
の
対
象
は
、「
皇
太
子
」

と
「
皇
后
」
に
限
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
状
況
を
考
え
る
と
、
も
し
、
中
国
の
公

式
令
に
動
詞
「
啓
」字
を
「
皇
太
子
」と
「
皇
后
」に
限
る
と
い
う
記
述
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
に
成
立
し
た
中
国
文
献
で
は
、
動
詞
「
啓
」
字
の
対
象

を
「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
に
限
る
傾
向
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

後
晋
時
代
に
編
ま
れ
た
『
旧
唐
書
』
と
北
宋
時
代
に
編
ま
れ
た
『
新
唐
書
』
を

対
象
に
、
動
詞
「
啓
」
字
の
対
象
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、「
開
く
」
と
い
う
意

味
の
動
詞
「
啓
」
字
が
8
例
見
出
せ
た
が
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の

動
詞
「
啓
」
字
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た11

。
こ
れ
に
対
し
て
「
帝
」
を
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「
皇
后
」
や
「
皇
太
子
」
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
「
啓
」
は
、「
マ
ウ
ス
」
の
読

み
で
よ
か
っ
た
が
、
対
象
が
皇
太
子
や
皇
后
に
限
定
さ
れ
、
法
律
的
な
要
素
が

加
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
申
」
な
ど
の
、
同
じ
く
「
マ
ウ
ス
」
と
読
ま
れ
て

き
た
語
と
は
、
読
み
の
う
え
で
も
区
別
す
る
必
要
性
が
生
じ
、「
ケ
イ
ス
」
と

い
う
漢
語
動
詞
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。『
日
本
書
紀
』
の
「
啓
」

は
和
語
動
詞
で
読
ま
れ
、
公
式
令
が
普
及
す
る
前
段
階
の
状
況
を
呈
し
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
動
詞
「
啓
」
字
の
中
国
文
献
か
ら
の
受
容
と
、
そ
の
後
の
日
本

に
お
け
る
独
自
の
用
法
の
発
生
に
、
漢
語
の
和
語
化
の
一
つ
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

漢
語
動
詞
「
啓
す
」
は
、
中
国
文
献
か
ら
漢
字
漢
語
を
受
容
し
な
が
ら
も
律

令
制
を
整
え
る
と
い
う
日
本
側
の
事
情
に
応
じ
て
、
意
味
を
和
語
化
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
意
味
を
限
定
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
漢
語

の
特
性
を
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
や
皇
太
子
、
三
后
を
対
象
と
し
得
る

和
語
動
詞
「
申
す
」
の
意
味
的
特
徴
と
も
関
わ
り
な
が
ら
、
日
本
語
表
現
を
重

厚
か
つ
明
瞭
に
し
て
き
た
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
の
成
立

を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注1　
「
啓
す
」
の
意
味
と
し
て
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』（
小
学
館
）
で
、「
皇

太
子
や
三
后
に
申
し
上
げ
る
。
言
上
す
る
」
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
他
の
国
語
辞

ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
中
国
文
献
の

動
詞
「
啓
」
字
の
意
味
と
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
の
意
味
が
完
全
に
は
一
致
し
な

い
点
も
、
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
中
国
の
動
詞
「
啓
」
字
は
、
日
本

の
動
詞
「
啓
」
字
と
は
違
い
「
皇
太
子
」
と
「
皇
后
」
以
外
も
対
象
に
取
っ
て

い
る
。
ま
た
、『
文
選
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
の
動
詞
「
啓
」
字
の
意

味
は
、「
啓
」
と
い
う
文
書
の
一
形
式
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
、
限
定

的
な
意
味
を
表
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
源
氏
物
語
』
に

使
用
さ
れ
る
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
は
、
公
式
令
の
動
詞
「
啓
」
字
の
記
述
内
容

と
合
致
し
、
対
象
に
「
申
し
上
げ
る
」
方
法
も
文
章
の
他
に
口
頭
に
よ
る
方
法

も
存
す
る
。

小
論
の
筆
者
は
、
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
考
え
る
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
漢
語
動
詞
「
啓
す
」
は
、
中
国
文
献
の
動
詞
「
啓
」

字
の
意
味
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
日
本
独
自
の
用
法
も
加
え
ら
れ
成
立
し
た
と

考
え
る
。
動
詞
「
啓
」
字
は
、
上
代
に
お
い
て
は
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」

に
限
定
し
て
使
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」

に
限
定
し
て
い
く
の
は
、
公
式
令
の
普
及
と
い
う
要
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」
に
対
象
を
限
定
す
る
用
法
は
、
日
本
独
自
の

も
の
で
あ
っ
た
と
、
推
測
さ
れ
る
。

公
式
令
の
普
及
に
よ
り
、対
象
と
し
て
「
皇
太
子
」や
「
皇
后
」を
取
る
「
啓
」

が
公
的
に
な
り
、「
ケ
イ
ス
」
と
い
う
語
が
生
ま
れ
た
。
対
象
が
貴
人
と
し
て
、
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と
し
て
読
ま
れ
た
例
や
、活
用
語
尾
か
ら
「
マ
ウ
ス
」と
し
て
読
ん
だ
例
か
「
ケ
イ
ス
」

と
し
て
読
ん
だ
例
か
と
い
う
こ
と
が
判
断
で
き
な
い
例
に
つ
い
て
は
、
用
例
か
ら
外

し
た
。

11　
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
古
點
の
国
語
学
的
研
究
』（
築
島
裕　

東
京
大
学

出
版
会　

一
九
六
五
―
一
九
六
七
年
）
に
よ
る
。
永
久
四
年
（
一
一
一
六
年
）
加
点
。

12　
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
、「
啓
」
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
「
ヒ
ラ
ク
」「
マ
ウ
ス
」
と

い
う
読
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
ツ
ク
」（
ツ
辞
中
50
‐
4
）、「
ノ
フ
」（
辞
中
120
‐
3
）、「
マ
ウ
ス
」（
マ
辞
中
185
‐
8
）、

「
ヒ
ラ
ク
」（
ヒ
辞
下
191
‐
5
）、「
ヒ
サ
マ
ツ
ク
」（
ヒ
事
下
186
‐
3
）『
観
智
院
本
類

聚
名
義
抄
』
に
も
、「
マ
ウ
ス
」「
ヒ
ラ
ク
」「
カ
ム
カ
フ
」「
ヒ
ザ
マ
ツ
ク
」
の
訓
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。（
佛
中　

四
〇
）

13　
「
立
本
寺
本
妙
法
蓮
華
経
古
点
」（
門
前
正
彦　

訓
点
語
と
訓
点
資
料
別
刊
第
四  

一
九
六
八
年
）
に
よ
る
。

14　
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』（
太
田
次
男 

小
林
芳
規
著 

勉
誠
社　

一
九
八
二
年
）
に

よ
る
。

15　

養
老
律
令
に
は
、「
啓
式　

三
后
亦
准
此
式　

春
宮
坊
啓
」
と
あ
る
。
天
平
宝
宇
元
年

（
七
五
七
年
）
成
立
。

16　
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
古
點
の
国
語
学
的
研
究
』（
23
頁　

築
島
裕
）

17　
『
日
本
書
紀
』
の
用
例
検
索
は
、『
日
本
書
紀
総
索
引　

漢
字
語
彙
篇 

［
3
版
］』（
中
村

啓
信
編 

角
川
書
店　

一
九
七
八
年
）
を
使
っ
て
行
い
、
本
文
は
、『
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
』（
小
島
憲
之
他
校
注
・
訳 

小
学
館　

一
九
九
四
―
一
九
九
八
年
）
に
よ
っ

た
。
①
②
③
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
『
日
本
書
紀
』
①
②
③
と
い
う
書

名
に
対
応
す
る
。

18　

以
下
の
図
書
に
よ
り
、
動
詞
「
啓
」
字
の
読
み
を
確
か
め
た
。『
岩
崎
本
日
本
書
紀　

国
宝
』（
京
都
国
立
博
物
館
編　

勉
誠
出
版　

二
〇
一
三
年
）
／
『
尊
経
閣
文
庫
本
日

本
書
紀　

本
文　

訓
点
総
索
引
』（
石
塚
晴
通
編 

二
〇
〇
七
年
）
／
『
日
本
書
紀  

圖

典
の
説
明
も
、
こ
の
説
明
と
同
じ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
辞
書
的
意
味
を
、「
申

し
上
げ
る
」
と
い
う
表
現
で
表
す
。
な
お
、「
啓
す
」
の
対
象
が
、
院
を
取
る
例
に
つ

い
て
は
、拙
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。「『
宇
津
保
物
語
』に
お
け
る「
奏
す
」「
啓
す
」

の
特
殊
用
法
（
2
）
―
「
奏
す
」「
啓
す
」「
申
す
」
の
意
味
的
関
係
―
」（『
広
島
女
学

院
大
学
国
語
国
文
学
誌
』
第
43
号　

二
〇
一
三
年
）

2　

拙
稿
「
漢
語
動
詞
「
奏
す
」
成
立
考 

―
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
「
奏
」
の
意
味
変
化
―
」

（『
広
島
女
学
院
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
第
3
号　

二
〇
二
二
年
）

3　
「
書
は
、文
集
。
文
選
。
新
賦
。
史
記
。
五
帝
本
紀
。
願
文
。
表
。
博
士
の
申
文
。」（『
枕

草
子
』
日
本
古
典
文
学
大
系　

249
頁
）
と
あ
る
。
上
代
文
学
と
『
文
選
』
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
夙
に
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』（
小
島
憲
之　

塙
書
房　

昭
和
37

年
初
版
）
が
あ
る
。

4　

本
文
は
、『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院　

一
九
七
三
―
二
〇
一
四
年
）
に
よ
る
。

5　

本
文
は
、『
和
刻
本
正
史
3
・
4
』（
汲
古
書
院　

一
九
七
三
年
）
に
よ
る
。

6　

本
文
は
、『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院　

一
九
六
三
―
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。

7　
「
猿
投
神
社
蔵
正
安
本
文
選
（
四
）」（
小
林
芳
規　
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』　

第
21
輯  

一
九
六
二
年
）
に
よ
る
。

8　
『
新
釈
漢
文
大
系　

文
選　

文
章
篇
中
』（
66
頁
）
の
注
に
よ
れ
ば
、「「
啓
」
は
文
体

の
名
で
、
上
奏
文
の
一
種
。
徐
師
曾
の
『
文
体
明
弁
』
奏
疏
に
、「
四
曰
、
啓
。
啓
者
、

開
也
」
と
あ
っ
て
、
自
分
の
意
見
を
開
陳
す
る
意
で
あ
り
、
上
代
は
天
子
に
己
の
意

見
を
上
書
す
る
名
目
で
用
い
ら
れ
た
。」
と
あ
る
。

9　

鷲
見
涼
太
「
啓
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
―
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
受
容
と
展
開
」（『
史

学
雑
誌
』
史
学
会
編 

137
巻
10
号　

二
〇
二
二
年
）

10　

訓
点
資
料
の
「
啓
す
」
の
用
例
の
収
集
は
、
後
掲
す
る
著
書
に
収
め
ら
れ
た
語
彙
索

引
や
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』を
通
覧
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
大

慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』『
白
氏
文
集
』『
釈
摩
訶
衍
論
』『
不
空
羂
索
神
呪
心
経
』『
法
華

文
句
』『
妙
法
蓮
華
経
』
に
動
詞
「
啓
」
字
の
例
が
見
ら
れ
た
。
た
だ
し
、「
ヒ
ラ
ク
」
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書
寮
本
』
／
（
石
塚
晴
通
著　

美
季
出
版　

一
九
八
〇
年
―
八
四
年
）
／
『
国
宝
吉

田
本
日
本
書
紀
』（
京
都
国
立
博
物
館
編　

勉
誠
出
版　

二
〇
一
四
年
）
／
『
日
本
書

紀　

乾
元
本
』（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編
集　

二
〇
一
五
年
）

19　
『
木
簡
研
究
』（
第
18
号　

139
頁　

一
九
九
六
年　

森
田
喜
久
男
）

20　
『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』（
東
野
治
之  

一
九
七
七
年  

208
頁
―
209
頁  

埴
書
房
）

21　
『
西
南
院
蔵　

和
泉
往
来
』（
遠
藤
嘉
基　
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』　

第
17
輯  

一
九
六
一
年
）
に
よ
る
。

22　
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
用
例
の
検
索
は
、『
源
氏
物
語
大
成
』（
池
田
亀
鑑
編
著　

中

央
公
論
社　

一
九
五
三
年
）を
使
用
し
た
。
本
文
は『
源
氏
物
語
大
成
』校
異
篇
に
よ
っ

た
。
句
読
点
、
濁
点
、
会
話
文
の
鉤
括
弧
は
私
に
適
宜
施
し
た
。
な
お
、『
源
氏
物
語
』

諸
本
の
「
啓
」
は
す
べ
て
平
仮
名
書
き
で
あ
る
。「
啓
」
を
当
て
た
表
記
は
、
管
見
に

入
る
か
ぎ
り
、
北
村
季
吟
『
源
氏
物
語
湖
月
鈔
』
ま
で
く
だ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

23　
『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
22　

律　

令
義
解
』『
新
訂
増
補　

国
史
大
系　

令
集
解  

後

編
』
に
よ
る
。

24　
「
唐
令
拾
遺
」（
仁
井
田
陞　
『
東
京
大
學
出
版
會
』
復
刻
版
第
4
刷　

一
九
九
八
年
）

25　

検
索
は
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
に
よ
っ
た
。https://hanchi.ihp.sinica.edu.tw

/
ihp/hanji.htm

【
付
記
】

本
稿
は
、
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
平
成
29
年
度
研
究
集
会
で
の
発
表
に
基
づ
き
執
筆

し
た
。
研
究
集
会
で
は
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
有
益
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
、

心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
丁
寧
に
査
読
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
を
は
じ
め
、
こ
の
た
び
の
論
文
発
行
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
る
。

―
ゆ
の
き
・
や
す
し
、
広
島
女
学
院
大
学
―


